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研究成果の概要：

無理的中立周期系の線型化可能性問題のネヴァンリンナ理論の手法を用いた研究において
重要な現象である複素力学系の等分布定理に関連して、その収束のオーダー評価の精密化
の研究と併せて、有理写像列および道標的のケースの等分布定理を研究し、また高次元複素
力学系や非アルキメデス的数論力学系といった一般化された複素力学系についても研究する
ことで今後の発展へと繋がる研究成果を得た。
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１．研究開始当初の背景 無理的中立固定点における正則函数芽の
線型化可能性問題は現在に至るまで
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未解決であり複素力学系における中心的
問題である。
J. -C. Yoccozの 1994 年の Fields賞受賞
理由の一つである、 2次多項式に対する
解決がある一方、一般には 3次多項式に
ついてすら未解決である。

２．研究の目的

無理的中立周期系の線型化可能性問題と
いう基本問題に寄与することを目的とする。
具体的には 1-双曲性の仮定の下で解決
している、構造有限整函数の無理的中立
周期系の線型化可能性問題を
n-劣双曲性の条件下で、さらに一般的な
場合に対しても解決する。

３．研究の方法

複素力学系が自己写像の反復順像を研究の
対象とするのとは対照的に、ネヴァンリンナ
理論は値域の逆像の振る舞いを研究対象と
する。
後者の考え方は複素力学系の問題である
無理的中立周期系の線型化可能性問題の
研究においても大変効果的であり、種々の
概念の定式化と相互対照が主な研究方法
である。

４．研究成果

複素力学系の等分布定理の収束のオーダー
の精密評価と併せて、有理写像列および
道標的のケースの等分布定理を研究した。
高次元複素力学系や、非アキデス的数論
力学系といった一般化された複素力学系

についても研究し多重劣調和測度の評価
などとの関連性についての知見を得た。
このような複素力学系の等分布定理に
おける収束のオーダー評価の精密化の
研究はパリの Nessim Sibony, 
Tien-Cuong Dinh両教授らによる
一連の高次元におけるエルゴード論的
複素力学系研究の発展のモデルケース
ともなった。
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